
 

 

 

 

 

 

 

１ 育苗期間中の温度管理 

 ◇もみ枯細菌病や苗やけ等の予防のため、育苗期間中全体で、 

28度以下の温度管理を徹底しましょう。 

  （高温が予想される場合、朝早めにハウスサイドを開けて換気をしましょう。） 

 ◇霜注意報など低温（５度以下）が予想される際は、被覆シートなどで保温しましょう。 

 

 

 

 

２ 育苗中の追肥 

予定外に田植え日が遅れるなどして苗の葉色が淡くなった場合、窒素成分 1g/箱程度の追 

肥を行いましょう。 

  （例）育苗箱１箱あたり硫安５gを水 0.5リットルに溶いて、かん水 

    ※肥料焼けの原因となるため、追肥後は、すぐに葉にかん水してください。 

３ 代かき 

◇入水前に畦や水尻等をチェックし、しっかり畦塗り等の補修を行い、漏水がないように 

しましょう。 

◇代かきは、稲わらや発生した雑草を土壌に練り込むために、浅水で行いましょう。 

４ 田植えと施肥 

◇土づくりや倒伏防止のため、堆肥や土壌改良資材を散布しましょう！ 

（例）10a当たり散布量⇒堆肥：１トン、ケイカル：100～150kg、ケイ酸カリ：40kg 

 ※昨年倒伏した水田は基肥を減らしましょう。 

◇４月中の極端な早植え、強風、低温時は避けて、移植しましょう。 

◇品種や地域に適した適正な栽植密度を設定しましょう。 

  【栽植密度の目安】 

ひとめぼれ・チヨニシキ：60株/坪 

    コシヒカリ：50～60株/坪 

    里山のつぶ・天のつぶ・ふくひびき（飼料用米）：60～70株/坪 

     ※上記３品種は茎数が増えにくい特性のため、やや密植としましょう。 

《１ヶ月予報（3/19仙台管区気象台発表、３/21～４/20）》 

気温は「平年より高い」、降水量は「平年並みまたは多い」確率が高い 
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緑化し、1葉以降

は、ハウスサイ

ドを開け、温度

低めで管理しま

しょう！ 

～～育苗期間中の温度管理の目安～～ 

①出芽時（無加温の場合） ⇒昼 28度以下 

②緑化期（出芽揃い～緑化）⇒昼 25度、夜 12～15度 

③硬化期（緑化～移植前）  ⇒昼 20度、夜 10～15度 

育苗中はハウス内を「高温」にしないよう注意！！ 



～農作業事故や熱中症に注意！～【春の農作業安全運動推進運動実施中（3/1～5/31）】 

「たむらの稲作情報」は令和８年１号より、田村農業普及所 HP へ掲載します。 

〈 普及所 HP アドレス https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36221a/ 〉  

 

   ５ 田植え後の水管理 

◇活着後は日中３～４cmの浅水で止水し、日中の水温上昇を図り、有効茎の早期確保に努め 

ましょう。 

 ◇田に入ると泡（ガス）が出る、臭いニオイがしてイネの生育が悪い場合には、３～４日間 

落水して、ガスを抜きましょう（稲わら等の分解により還元状態となっています）。 

 ◇藻類や表層剥離は、水温を下げてイネの生育が悪くなる、苗を押し倒すなどの害を与えま 

す。藻類や表層剥離の発生が多い場合は、早めに一度落水して水を入れ替える等の対応を 

しましょう。 

毎年、発生が多いほ場は、植代後、藻類・表層剥離に有効な初期除草剤を散布しましょう 

（例：クラール EW、先陣１キロ粒剤等）。 

 

   ６ 雑草及び病害虫防除 

(1)雑草防除 

◇雑草が多い水田は、初期剤＋初中期一発剤の体系処理としましょう。 

（体系処理の例） 

植代後：初期剤（ソルネット 1キロ粒剤）⇒７日間止め水 

⇒移植７日後：初中期一発剤（ボデーガードプロ 1キロ粒剤） 

※処理条件や散布時期等は薬剤のラベルを良く確認すること！ 

◇除草剤散布後７日間は止水管理とし落水やかけ流しは行いません。 

◇除草剤は水田内で一番生育の早いノビエの葉令を見て、遅れずに散布しましょう。 

（ラベルに「ノビエ 3.0葉まで」と記載がある場合、0.5葉早い「2.5葉まで」 

     に使用すると効果が安定します。） 

 

(2)病害虫防除 

◇いもち病や初期害虫の対策として、田植え時に箱処理剤による防除を行いましょ 

う。 （例）Dr.オリゼパディート粒剤、ブーンレパード箱粒剤 

   ◇「斑点米カメムシ類」対策として、移植後はカメムシ類のえ 

さとなる水田畦畔のイネ科雑草の定期的な草刈りや、水田内 

に雑草を残さないよう初中期除草を確実に行うようにしまし 

ょう。 

◇水田での薬剤防除は、ドローンでの散布が効果的です。 

（JA でのドローン防除受託希望の方は、４月中に各アグリへ相談 

ください（申込期限：4 月末まで、ほ場要件があります）  


